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NY マーケットレポート（2022 年 5 月 12 日） 
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NY 市場レポート （前日 21 時 00分～午前 5時 30分まで） 
 

米国の主要な経済指標の結果 

4 月生産者物価指数（前月比）0.5％（予想 0.5%・前回 1.4%⇒1.6%） 

4 月生産者物価指数（前年比）11.0％（予想 10.7%・前回 11.2%⇒11.5%） 

米 4 月の生産者物価指数は、前年比ベースで 2010 年 11 月以降最大となった 3 月の結果から伸び幅が縮小し

たものの、市場予想を上回り高水準が維持された。モノの価格が+16.3％、エネルギーが+40.0％、食品が

+16.3％、サービスが+8.1％となった。 
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新規失業保険申請件数 20.3 万件（予想 19.0万件・前回 20.0万件⇒20.2万件） 

失業保険継続受給者数 134.3 万人（予想 136.0万人・前回 138.4 万人⇒138.7 万人） 

新規失業保険申請件数（5/7 までの週）は、前週比+0.1 万件と 2週連続の増加となった。一方、米失業保険

継続受給者数（4/30までの週）は、前週比—4.4万人と 5週連続の減少となり、1970年 1/3までの週以来、

約 52 年 4ヵ月ぶりの低水準となった。 
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ダウは 6営業日続落、S&P500は続落、ナスダックは小幅反発 

米株式市場では、連日の物価関連の経済指標結果で高インフレが維持されたことから、FRBが金融引き締め

を加速させると見方が強まり、主要株価指数は序盤から軟調な動きとなった。ただ、終盤には値頃感の買い

戻しから下げ幅を縮小し、ナスダックはプラス圏まで回復して小幅続伸となった。ダウ平均株価は、序盤か

ら軟調な動きとなり、一時前日比 605ドル安まで下落した。終盤には下げ幅を縮小して 103.81ドル安

（-0.33％）で終了、終値ベースでは昨年 3/5以来、約 1年 2 ヵ月ぶりの安値となった。一方、ナスダックは

6.72ポイント高（+0.06％）で終了した。 
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円は主要通貨に対して上昇 

NY 市場では、欧州市場の流れを引き継ぎ、ドル円・クロス円は序盤から軟調な動きとなった。アジアや欧州

の主要株価指数が軒並み下落したことや、ダウ平均株価が一時前日比 500ドル超の下落となり、5月上旬の

高値から約 2900ドルの下落となったことから、投資家のリスク回避の動きが強まった。さらに、中国で新型

コロナウイルスの感染拡大に伴う需要減退などが懸念要因となったことも影響し、安全資産とされる円とド

ルが買われた。ドルは円に対して下げが加速し、序盤の高値 128.75から一時 127.52まで下落、4/27以来の

安値となった。ただ、ドルは欧州通貨に対して上昇が続いたことから、主要通貨に対するドル指数は 2002年

12 月以来の高値となった。一方、欧州通貨や資源国通貨は対ドルで下落したことや、主要株価指数が下落し

たことも加わり、対円で下落となった。 

 

出所：総合分析チャート 

 

提供：SBI リクイディティ・マーケット株式会社 
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